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(1) 酵素は生体内で触媒として働く多糖類である。

(2) アミラ ーゼはデンプンやマルトー スの加水分解に作用する酵素である。

(3) 熱や酸によって変性して触媒作用を示さなくなることを酵素の失活という。

(4) 酵素が触媒として働くことにより化学反応の活性化エネルギー は低下する。

(5) 一般に， 酵素は生体の体温付近 (35 ~ 40 ℃付近）で最も効果が高い。

(6) 胃で食物が消化されやすいように， ペプシンは酸性下で最も効果が高い。

問6 下線部⑦に関連して以下の問いに答えなさい。

6種類の a ーアミノ酸A. B, C. D, E. Fから合成された以下のような直鎖

状のポリペプチドXがある。 なお， ポリ ペプチドXは， A側が 一N比側(N末

端側）で F 側が一COOH 側 (C 末端側）である。

ポリペプチドX:A-B-C-D-E-F

ポリペプチドXをトリプシンで加水分解すると ペプチドG, Hが得られた。

トリプシンは塩基性アミノ酸の 一COOH 側のペプチド結合を加水分解する働きを

もつ。 ペプチドGは塩基性条件下において， 硫酸銅(II)水溶液をタンパク質溶液

に添加すると， タンパク質を構成するペプチドが錯体を形成することにより赤紫

色に変色する反応を示したが， ペプチドHは下線部⑧の反応を示さず， この中

にはメチル基が存在しないことがわかった。 ポリペプチドXのN末端のアミノ

酸には鏡像異性体が存在しなかった。 また， ポリペプチドXのC末端側のペプ

チド結合を加水分解して生じたa —アミノ酸の水溶液は強い 酸性を示した。 次に

ペプチドGをキモトリプシンで加水分解するとペプチドI. J が得られた。 キモ

トリプシンは芳香族アミノ酸の 一COOH 側のペプチド結合を加水分解する働き

をもつ。 こうして得られたペプチドH, I. J について， 濃硝酸を加えて加熱する

と， ペプチド J のみ黄色にな った。 また， ペプチドH, I. J に水酸化ナトリウム

水溶液を加えて加熱し， 酢酸鉛(II)水溶液を加えると， ペプチドH. Iにおいて

黒色沈殿が生じた。
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（ア） 下線部⑧の原理を用いたタンパク質の検出反応名を答えなさい。

（イ） このとき，A. B, C, D, E. F のアミノ酸を図 3 のa ーアミノ酸から選び

答えなさい。ただし，A. B, C. D, E. F は全て異なるa ーアミノ酸である。
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